
 

資料１ 

令和元年度における実施予定事業について 

石岡市りんりんタウン構想に掲げられた２つの目標実現を目指し，今年度は次に掲げる 12

事業を実施します。 

【目標Ⅰ】 “暮らし”の中の自転車環境の整備 

施策（２） 安全な走行環境の整備 

実施事業 つくば霞ヶ浦りんりんロードへの路面標示 

実施予定時期 令和元～２年度 

事業概要 国及び茨城県による舗装整備の完了を受け，自転車道路の路面標示を

行います。 

備  考 令和元年度：市道認定 ⇒ 令和 2年度：路面標示 

 

施策（３） 駐輪場の確保            

実施事業 サイクルラックの作成・設置    

実施予定時期 8月～3月 

事業概要 石岡市産木材を利用したサイクルラックを作成し，サイクリングロー

ド沿線の休憩スポット等へ設置します。 

備  考 平成 30年度は，同事業により 25基を作成し，市内公共施設や観光施

設等 15か所へ設置しました。 

 

実施事業 サイクルラック設置個所に関する情報発信  

実施予定時期 随時 

事業概要 サイクルラックを設置した箇所について，新たに作成するサイクリン

グマップや市ホームページへの掲載等により，情報発信を行っていき

ます。 

備  考  

 

施策（４） サイクリングによる健康づくり推進 

実施事業 民間企業との連携によるウェルネス講座の開催   

実施予定時期 （調整中） 

事業概要 民間企業等と連携し，市民を対象に「自転車と健康」をテーマにした

講座を開催します。 

備  考 茨城県主催の自転車活用シンポジウム（7/6 開催）を参考として，今

年度開催事業について検討します。 

 



 

 

実施事業 （仮称）石岡市民サイクリングクラブの設立 

実施予定時期 10月頃：設立 

事業概要 市民等を会員とする（仮称）石岡市民サイクリングクラブを設立しま

す。 

備  考 設立へ向けたキックオフイベントを 7月 20日（土）に開催します。 

 

施策（５） 自転車の安全利用の推進 

実施事業 交通安全ルールブックの作成   

実施予定時期 7月～12月頃 

事業概要 自転車の交通ルールの理解促進を図るため，交通安全ルールブックを

作成し，市民へ配布（市ホームページで公開）します。 

備  考  

 

実施事業 子ども自転車教室の開催    

実施予定時期 10月～11月 

事業概要 幼少期の子どもに対し，正しい自転車の乗り方とルールを教えること

で，将来の交通事故を防ぐことを目的とした安全教室を，茨城県，市

内幼稚園・保育園等を連携して実施します。 

備  考  

 

施策（６） 環境に優しい交通手段として活用 

実施事業 自転車通勤の推奨   

実施予定時期 7月～3月 

事業概要 「自転車通勤導入に関する手引き」（自転車活用推進官民連携協議会）

を，市内企業等へ周知することで，通勤における自転車利用を促進し

ます。また，市役所自身がモデルとなるよう，職員の自転車通勤につ

いて，検討します。 

備  考 市役所における駐輪場整備完了後，職員の自転車通勤日の設定を検討

します。 

 

  



 

 

【目標Ⅱ】 “観光振興”における自転車活用の推進 

施策（８） 地域資源を活用した回遊 

実施事業 サイクリングコースの検討  

実施予定時期 5月～9月頃 

事業概要 関係各課から情報を収集し，本市が持つ歴史・文化的な資源や里山・

自然などといった様々なテーマ性を活かしたサイクリングコースを

検討・開発します。また，「恋瀬川サイクリングコース物語」の検討

を行っていきます。 

備  考 関連：施策（10）－サイクリングマップの作成 

 

施策（９） レンタサイクルを活用した地域振興 

実施事業 つくば霞ヶ浦りんりんロード利活用推進協議会事業との連携 

実施予定時期 随時 

事業概要 つくば霞ヶ浦りんりんロード利活用推進協議会が実施する事業を通

じて広域連携を図るとともに，レンタサイクルの利用促進のための情

報発信を行っていきます。 

備  考  

 

施策（10） サイクリングイベント等の開催と情報発信強化 

実施事業 サイクリングイベントの独自開催  

実施予定時期 7月～3月 （イベント開催：3月） 

事業概要 参加者 300名規模のサイクリングイベントを開催します。 

備  考 7月中に（仮称）石岡市サイクリングイベント実行委員会を発足させ，

実行委員会でイベント内容を検討していきます。 

 

実施事業 サイクリングマップの作成  

実施予定時期 9月～12月 

事業概要 本市が持つ歴史・文化的な資源や里山・自然などといった様々なテー

マ性を活かしたサイクリングコースを開発すると同時に，関係各課で

把握する情報を一本化して新たなサイクリングマップを作成します。 

備  考 関連：施策（８）―サイクリングコースの検討 

 

 

 


